
●令和7年4月28日発行　第68号　【発行】秋田県畜産農業協同組合　【編集】総務部

　秋田県畜産農業協同組合は令和7年３月25日（火）午前11時より秋田県畜産会館１階会議室に
て、「令和6年度臨時総会」が開催されました。
　当日は、組合員121名（本人出席17名、代理人出席３名、書面議決書101名）が出席し、議長には、
南部地区の高橋博志さんが選任され、議案第１号「令和７年度事業計画について」、議案第２号「令
和７年度理事及び監事の報酬決定について」、議案第３号「令和７年度賦課金の額、賦課方法、徴収
時期及び徴収方法について」、及び付帯決議の全４議案が原案どおり可決・承認し、新しい年度の
スタートを切りました。
　令和７年度については、具体的な目標を掲げ畜産専門農協の特異性を発揮し役職員一丸となっ
て課題解決に向けて努めてまいりますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

令和６年度　臨時総会開催令和６年度　臨時総会開催

畜産あきた畜産あきた
第68号
2025
4月
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議案第１号　令和７年度事業計画の設定について
議案第２号　令和７年度理事及び監事の報酬決定について
議案第３号　令和７年度賦課金の額、賦課方法、徴収時期及び徴収方法について
付帯決議
以上、全議案、原案どおり可決承認されました。

臨
時
総
会

よ
り

令
和
６
年
度  

臨
時
総
会  

概
要
報
告

〈 事 業 収 益 〉 〈 事 業 費 用 〉

〈 総事業利益の内訳 〉 〈 事業管理費の内訳 〉

令和７年度　事業計画の概要
【 重要取組事項 】
１）　「秋田錦牛」・「かづの牛」の銘柄力の拡大の推進
２）　肉用牛改良増殖目標の設定と普及啓蒙
３）　生産・改良指導の強化による市場性の向上対策の強化
４）　生産部会等組織活動の活性化促進による生産指導力の強化
５）　遊休資産の活用促進及び外部出資の適正化による経営基盤強化
６）　周年放牧による低コスト生産で消費者へ還元などの取組推進
７）　事業量拡大と収益性向上による組合経営の安定化
８）　地理的表示 (GI) 保護制度のブランド価値を最大限に生かした販路拡大

【事業収支計画の概要】

令和６年度　臨時総会議決事項

食肉店 7.6％

購買事業 13.7％

生産牧場 3.4％

指導事業 3.3％
公共牧場 0.6％
人工授精 2.7％

食肉共販
68.7％

総 額
2,196百万円
B食肉店 8.5％

購買事業 13.4％

生産牧場 3.8％

指導事業 3.9％
公共牧場 0.6％
人工授精 3.2％

食肉共販
66.6％

総 額
2,333百万円
A

食肉店 22.7％購買事業 7.3％

生産牧場 9.5％

指導事業 15.82％

公共牧場 -0.02％

人工授精 10.2％
食肉共販
34.5％総 額

136百万円
A－B

減価償却費 5.3％

施設費 7.5％

諸税負担金 1.5％
旅費交通費 1.1％

雑費 0.6％

業務費 8.3％

人件費
75.7％

総 額
132百万円
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　去る２月16日交流センターに
て畜産講習会が開催されました。
　一般社団法人 家畜改良事業
団 盛岡種雄牛センター場長の桑
原孝博氏と秋田県北部家畜保健
衛生所 技師 佐藤友希子氏を講
師にお招きし講演会を開催いた
しました。
　始めに佐藤講師からは、昨今国
内において、散発的にではあるが
家畜伝染病の発生が見受けられ
ることから「国内における肉用牛
の伝染病の情報について」の題
目で情報提供をいただきました。
　続いて、桑原講師からは「最近の黒毛和種種雄牛情報」と題し、近年の枝肉格付の推移や、家畜改良事業団
の種雄牛造成の概要、更には新規に７頭選抜された種雄牛の血統構成や検定成績をご講演いただきました。
　お二方共の講演内容も、農家経営や繋養牛の改良にとって大変参考となるご講演をいただきました。

支　所　だ　よ　り
◆畜産講習会開催される◆畜産講習会開催される

第48回秋田県畜産農協枝肉研究会開催

最優秀賞は秋田市 株式会社寿牧場さん

性別

去勢

雌

頭数

17

  9

平均枝重

565.4㎏

484.5㎏

平均単価

2,303円

2,117円

〈研究会全体の成績〉

賞

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

性別

去勢

去勢

去勢

受賞者

㈱寿牧場

㈱ライブ

㈱寿牧場

母の父

美国桜

美国桜

安福久

祖母の父

百合茂

安福久

平茂勝

父

貴隼桜

貴隼桜

百合白清2

枝重

643.5㎏

613.5㎏

577.5㎏

格付け

A-5 12

A-5 11

A-5 12

単価

2,800円

2,600円

2,700円

食
肉
事
業
所
よ
り

最優秀賞断面

　２月17日から２月19日にかけて、秋田県食肉流通公社にお
いて「第48回秋田県畜産農協枝肉研究会」が開催されました。
　今回の出品牛は全頭黒毛和種で、去勢17、雌９頭の合計
26頭が出品されました。審査委員の厳正な審査の結果、見
事最優秀賞に輝いたのは秋田市 株式会社寿牧場さんが出
品した去勢牛 若国桜（生後27ヶ月）でした。血統は、父が貴
隼桜、二代祖が美国桜、三代祖に百合茂でした。枝肉重量
643.5㎏、ロース芯面積95㎠、バラの厚さは9.8㎝、格付等
級「Ａ-5」、ＢＭＳ「12」で、枝肉単価は2,800円、枝肉販売金
額は1,801,800円でした。
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◆行事予定
　４月下旬　放牧前ワクチン接種等巡回
　　　　　　（4/22川島・川上・高清水・川下・台谷）
　　　　　　（4/23曙・花輪・谷内・べこセンター）
　　　　　　（4/30花輪・熊取平）

　Ｒ６年度の子牛相場は、枝肉価格が内外の情勢変化により消費者の節約志向は強く、特に高い単価の商
材で苦戦が続いており、不安定な動きとなっております。また、飼料を始めとした生産資材の高止まりに
より価格は伸び悩み、前年度比で同額という厳しい状況になりました。発育や牛の作り、血統により価格
差が大きくなっております。
　当組合鹿角地域においては、上場頭数170頭（前年比85.4％）、成立頭数159頭（前年比87.8％）となっ
ております。各平均値ともに全県平均との差が依然と見られます。今後は、高齢牛の計画的な更新と、優
良系統の導入、ゲノム評価を参考にした保留を促進し、飼養管理の向上による上場牛の斉一化に努め、高
品質な子牛生産を目指しましょう。
　また、繁殖牛の空胎期間短縮（産子数増＝販売頭数増）は、収益の増加につながります、繁殖牛のきめ細
やかな管理を行い、収益性の高い畜産経営を行ないましょう。

◆鹿角地域における「あきた総合家畜市場」取引推移の比較について◆鹿角地域における「あきた総合家畜市場」取引推移の比較について

５月上～中旬　鹿角市公共牧野入牧
　　　　　　　（5/6川島・5/9曙・5/10熊取平
　　　　　　　※基幹含む）
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秋田市東通一丁目 1番 23号

TEL ０１８─８３２─６６３１

秋田県たばこ耕作組合わたしたちは、　　　　  　を応援します。
秋田錦牛

かづの牛

伊藤ハム米久ホールディングス株式会社

伊藤ハムミート販売東株式会社

「かづの牛」が新たにGI登録　ブランド価値の向上に期待

　１月30日、農林水産省にて「地理的表示の登録及び登録授与式」が行われ、「かづの牛振興協議会」加藤会長
（秋田県畜産農業協同組合組合長）をはじめとする関係者が出席し、庄子政務官から登録証の授与を受けました。
　ＧＩ保護制度は、その地域ならではの、自然的、人文的、社会的な要因・環境の中で育まれてきた品質、社
会的評価などを有する農林水産物・食品の名称を、その地域における知的財産として保護するもの。
　かづの牛は和牛の中でも希少とされる「日本短角種」。江戸期から鉱石などを運搬していた「南部牛」を起
源とし明治期に交配改良された。現在は鹿角地域で15戸が約450頭を飼育しています。
　脂肪が少ない赤身肉に、うま味のもととなるアミノ酸が豊富に含まれており、適度な歯ごたえと噛むごとに
増す味わいが特徴。春から夏は放牧場で放牧され、冬季間は牛舎で過ごす「夏山冬里方式」で飼育されている。
醤油粕や稲発酵飼料、りんご粕等の地元由来の飼料も給仕するなど、地域内一貫生産体制を確立。秋田県鹿
角市及び同県小坂町が最長、かつ最終飼養地であり出荷月齢は22カ月以上とし、生産地内の公共牧野もしく
は放牧地で出荷までに放牧を経ていることが条件となります。
　ブランド力の強化を目指し、行政や生産者団体などで組織する「かづの牛振興協議会」（加藤義康会長）が
2018年12月に登録を申請していました。
　登録を受け加藤会長は「平成24年には、地域内一貫生産体制を強化し、かづの牛振興協議会を立ち上げ、
今日に至った。地元の大きな熱意があればこそのもの。鹿角畜産共進会は大正時代から開催され、昨年は
107回を数えるほどの歴史的な共進会となっている。昨今の健康志向赤身嗜好を背景に首都圏を中心にたく
さんのオファーがきている。畜産を
めぐる情勢は厳しいが、今回の登録
を機に、若手の後継者たちにはかづ
の牛を増頭させ、地域づくりに励ん
でもらいたい。歴史と伝統、文化を
踏まえたこのかづの牛を次の時代に
橋渡ししていけるように、誠心誠意尽
くしていきたい」と登録の喜びを語り
ました。 登録を授与した庄子政務官（写真右）と

登録を受けた加藤会長（写真左）
放牧場でのびのび過ごすかづの牛たち
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畜産トピックス
～農場消毒の基礎基本～～農場消毒の基礎基本～

　感染症対策として、農場の入口に消石灰を散布される方も多いのではないでしょうか？
　消石灰は水が加わると強アルカリ性を示すため、これが消毒効果をもたらすと考えられて
います。さらに農場の入口付近に散布することで、「ここから衛生管理区域である為、関係者
以外立ち入り禁止」という風な境界を示す役割も果たします。結果的に、農場全体の感染症
に対する防御力がUPするという訳です。
　消石灰を使用する際にはいくつか注意点もあります。まず消石灰は水が加わると強アルカ
リ性を示すため、乾燥状態では十分な消毒効果を発揮できない可能性があります。そのため
乾燥したコンクリートなどに散布する際は、散布後の消石灰10kgに対して2L程度の水を加
えることが推奨されています。また、雨や空気中に含まれる二酸化炭素は、消石灰の主成分

である水酸化カルシウムを炭酸カルシウムへと変化させてしまい消毒効果を低下させてしまうことがあります。そのため
「雨が降ったあとは再散布する」や「1～2週間で再散布する」などこまめに散布しなおすことをオススメします。
　そこで農場における消毒にについてもう一度考えてみたいと思います。消毒には、牛の病気の予防をはじめ、効率的な
生産、環境汚染の防止、安全で清潔な労働環境の確保という四つの目的があります。消毒薬の効果を最大限高めるために
は、①濃度②温度③時間④汚れ（有機物）⑤ｐＨ⑥作業の徹底―を意識して使用しなければなりません。農場で多く使用さ
れる消毒薬は７種類に分類され、殺菌作用や特徴がそれぞれ異なるため、使用するものや場所、目的に応じて適切に選択す
る必要がありますので種類ごとに特徴と欠点をまとめてみました。

１．逆性石けん　特徴 ⇒ 皮膚粘膜に対して刺激が少ない。金属や布に対して腐食性がほとんどない。価格が安い。
　　　　　　　　欠点 ⇒ 耐性菌が存在する。芽胞菌には効果がない。有機物に吸着されやすい。
２．両性石けん　特徴 ⇒ 皮膚粘膜に対して刺激が少ない。金属や布に対して腐食性がほとんどない。長時間作用させることで結

核菌に対して殺菌力を示す。殺菌力はｐＨ８～９付近で最大となる。価格が安い。
　　　　　　　　欠点 ⇒ 石けんまたはタンパクの共存によって殺菌力が低下する。
３．塩　素　系　特徴 ⇒ 各種微生物・各種ウイルスに対して効果的。耐性菌ができない。価格が安い。
　　　　　　　　欠点 ⇒ 金属や布に対して強い腐食性があり、酸性にすると有毒なガスが発生する。有機物によって分解されや

すく、自然の状態（日光など）でも分解し、殺菌力が低下する。
４．ヨ ウ 素 系　特徴 ⇒ 全ての細菌に対して同程度の濃度で殺菌でき、安定した効果が得られる。特に結核菌に対して有効。殺

菌力は酸性で強く、アルカリ性で弱くなる。
　　　　　　　　欠点 ⇒ 有機物によって殺菌力が低下する。ステンレスを除く一般の金属に対して腐食性がある。皮膚粘膜、布

類を着色する。
５．アルデヒド系　特徴 ⇒ 各微生物に対する殺菌効果、各ウイルスに対する不活化効果を持つ。耐性菌ができない為、他の消毒薬

とローテーションで使用することで耐性菌対策が可能。
　　　　　　　　欠点 ⇒ 皮膚や粘膜に対する刺激が強い。刺激臭が強いため取り扱いには注意が必要。酸化剤や空気中の酸素に

よって殺菌力をほとんど失う。
６．オ ル ソ 系　特徴 ⇒ コクシジウムに対して有効。特有の色と強い臭いがある。
　　　　　　　　欠点 ⇒ 酸に弱い。紫外線による分解が早い。水の硬度による分離沈殿がある。
７．消　石　灰　特徴 ⇒ カビが発生しにくい。金属に塗布してもさびにくい。価格が安い。
　　　　　　　　欠点 ⇒ アルカリによって皮膚や粘膜が侵されるため、直接触れたり、目に入らないよう注意が必要。吸湿性が高

いため、保管の際は防湿、防水に注意する。踏込消毒槽に入る前には、長靴に付いた泥や糞をブラシで十
分に落としましょう。消毒薬が汚れたらこまめに交換することも重要です。塩素系消毒薬を使用する場
合は、日光が当たったり雨水が入らない場所に消毒槽を置くか、消毒槽に蓋を設置することで効果を長
持ちさせることができます。

　複数の消毒薬を混ぜると、十分な効果が得られ
ないだけでなく有毒なガスが発生することがあり
ます。また、直接触れると危険な消毒薬もあるの
で、獣医師や説明書の指示に従い、使用の際は手
袋やマスクをつけるなど取扱には十分注意しま
しょう。最後に簡単な消毒の効果一覧図を掲載し
ます。今後の畜産経営の参考にしていただければ
と思います。

(写真：農場入り口消石灰帯)
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総務課よりおしらせ
主要処理事項

令和７年度　辞令交付式　（令和７年４月１日付け）

令和７年度　辞令交付式

第５回理事会
令和７年２月10日

地区運営委員会
令和７年２月10日

中央地区座談会
令和７年２月14日

北部地区座談会
令和７年２月16日

第７回理事会・第４回監事会
令和７年３月25日

南部地区座談会
令和７年２月13日

氏　　名新
総務部部長
兼鹿角支所長

指導業務部
次長

鹿角支所
支所長代理

指導業務第二課
課長

指導業務部
主査（兼秋田錦牛魅力アップ担当）

指導業務第二課
主査

総務課
主事（食肉事業所）

定年退職
再雇用　参与

定年退職
再雇用　指導業務部専門員

指導業務部部長兼鹿角支所長
兼新時代牧場環境整備計画担当

指導業務部
課長

鹿角支所
課長

指導業務第二課
食肉事業所所長

指導業務部
主任（兼秋田錦牛魅力アップ担当）

指導業務第二課
食肉事業所主任

　指導業務部第二課
現業職員

総務部部長
兼食肉流通統括

指導業務第一課
課長

旧

　

湊　　新吾

佐藤　雄太

湯瀬　佳和

中道　卓也

鈴木　帆香

伊藤　大剛

三川　裕理

佐藤　清朝

秋本信己雄

第６回理事会
令和７年３月７日
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宮城県仙台市泉区大沢2丁目12-4 仙台泉インターシティ3F

あ き た 総 合 家 畜 市 場

※畜産あきたは、年 4 回
（１・４・７・10 月）の
発行を予定しております。

6月

5月 あきた総合家畜市場開設日
第１回監事会
秋田食肉店支援日
第１回理事会
あきた総合家畜市場開設日
第18回通常総会
秋田食肉店支援日

 8日
16日

29～31日
6日
10日
24日

26～28日

行 事 予 定

（税込み）

市場名 性別

めす
去勢
計

146
195
341

537,373
662,273
608,797

512,435
622,393
577,778

24,938
39,880
31,019

159
192
351

436,769
574,211
511,951

100,604
88,062
96,846

127
186
313

頭数 平均価格
今回（令和 7年 4月）

頭数 増減平均価格 頭数 増減平均価格
前回（令和 7年 3月） 前年同期（令和 6年 4月）

あきた
総合家
畜市場

令和7年　4月期子牛セリ市結果【黒毛和種】

【令和7年4月期子牛】
去勢高価格順

1
2
3
4
5

２代目
百合茂
安福久
百合茂
美国桜
百合茂

３代目
安福久
美国桜
安福久
百合茂
安福久

４代目
平茂勝
百合茂
平茂勝

安福165の9
平茂勝

DG
1.21
1.48
1.25
1.21
1.28

取引価格
1,057,000
940,000
923,000
917,000
910,000

1
2
3
4
5

３代目
百合白清2
安福久
百合久
藤平茂
安福久

４代目
平茂晴
平茂勝
安福久
北国7の8
平茂勝

取引価格
797,000
702,000
679,000
661,000
658,000

（税別）
雌高価格順

（税別）

DG
1.15
1.30
1.04
1.22
1.21

種雄牛
福之姫
福之姫
北美津久
華勝栄
北美津久

種雄牛
福之姫
華勝栄
知恵久
北美津久
福之姫

２代目
安福久
福之姫
勝早桜5
百合茂
金太郎3


